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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器のディスプレイ部品として用いられ、電子機器の本体側から供給される表示デ
ータ及び電源電圧に応じて動作し、表示領域とこれを駆動する周辺の回路部とこれを電子
機器の本体側に接続する端子部とを絶縁基板上に一体的に形成したパネルからなり、
　前記絶縁基板は、中央に該表示領域が配され、これを囲む四辺に該回路部が配され、該
四辺の内の一辺の端に該端子部が配されており、
　前記回路部は、電子機器本体から供給される一次の電源電圧をパネルの仕様に応じた二
次の電源電圧に変換するＤＣ／ＤＣコンバータを含んでおり、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、該絶縁基板上に搭載される内蔵回路と、該端子部を介し
て該内蔵回路に接続される外付け部品とを含み、
　前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、ポンピングパルスで一次の電源電圧にポンピングされる
フライングキャパシタと、ポンピングされた該一次の電源電圧をクランピングして二次の
電源電圧を取り出すクランプ回路と、該二次の電源電圧に含まれるノイズを除去するバイ
パスコンデンサとを含み、
　前記クランプ回路は該内蔵回路に含まれる一方、前記フライングキャパシタ及びバイパ
スコンデンサは外付け部品として組み込まれ、
　前記内蔵回路は、該端子部が配された一辺上で該端子部と該表示領域の間に配され、該
端子部を介して該内蔵回路と該外付け部品である前記フライングキャパシタ及びバイパス
コンデンサを結ぶ配線長を短縮化する表示装置。
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【請求項２】
　電子機器のディスプレイ部品として用いられ、電子機器の本体側から供給される表示デ
ータ及び電源電圧に応じて動作し、表示領域とこれを駆動する周辺の回路部とを絶縁基板
上に一体的に形成したパネルと、これを電子機器の本体側に接続する複数の配線が平面的
に配されたフラットケーブルとからなり、
　前記回路部は、電子機器本体から供給される一次の電源電圧をパネルの仕様に応じて複
数レベルの二次の電源電圧に変換する複数のＤＣ／ＤＣコンバータを含んでおり、
　各ＤＣ／ＤＣコンバータは、該絶縁基板上に搭載される内蔵回路と、該フラットケーブ
ル上に搭載され配線を介して該内蔵回路に接続される外付け部品とを含み、
　各ＤＣ／ＤＣコンバータは、ポンピングパルスで一次の電源電圧にポンピングされるフ
ライングキャパシタと、ポンピングされた該一次の電源電圧をクランピングして二次の電
源電圧を取り出すクランプ回路と、該二次の電源電圧に含まれるノイズを除去するバイパ
スコンデンサとを含み、
　前記クランプ回路は該内蔵回路に含まれる一方、前記フライングキャパシタ及びバイパ
スコンデンサは外付け部品としてフラットケーブルに搭載され、
　複数のＤＣ／ＤＣコンバータに属する複数個のフライングキャパシタ及びバイパスコン
デンサを該フラットケーブル上で配線がクロスしない様適切にレイアウトし、以ってフラ
ットケーブルを単層配線化する表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は中央の表示領域と周辺の回路部とを共通の絶縁基板上に一体的に形成した表示装
置（システムディスプレイ）に関する。より詳しくは、周辺回路部の一ブロックとして含
まれるＤＣ／ＤＣコンバータの実装技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＴＦＴをスイッチング素子に用いるアクティブマトリクス型の液晶パネルは、表示領域に
加え周辺の回路部もＴＦＴで集積形成できる為、いわゆるシステムディスプレイを構築で
きるメリットがある。システムディスプレイは、電子機器のディスプレイ部品として用い
られ、電子機器の本体側から供給される表示データ及び電源電圧に応じて動作する。シス
テムディスプレイの回路部は、電子機器本体側（セット側）から供給される一次の電源電
圧を表示パネルの仕様に応じた二次の電源電圧に変換するＤＣ／ＤＣコンバータを含んで
いる。一般にＤＣ／ＤＣコンバータは、表示パネルを構成する絶縁基板上に搭載される内
蔵回路と、接続端子を介して内蔵回路に接続されるフライングキャパシタなどの外付け部
品とに分かれている。システムディスプレイ用のＤＣ／ＤＣコンバータは、例えば特許文
献１に記載されている。
【０００３】
【特許文献１】
特開２０００－３０５５０４
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１に記載されたＤＣ／ＤＣコンバータなどでは、システムディスプレイに搭載さ
れたＤＣ／ＤＣコンバータの変換効率が駆動システムの改良により大きく改善されてきて
いる。しかしながら、駆動システムの改良に比べ実装技術の改善が進んでおらず、解決す
べき課題となっている。
【０００５】
第一に、従来のＤＣ／ＤＣコンバータでは、パネル上でのレイアウト配置が最適化されて
おらず、これが変換効率の更なる向上を阻害する要因となっていた。
【０００６】
第二に、パネルの仕様に応じて複数のＤＣ／ＤＣコンバータを搭載した表示装置において
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、ＤＣ／ＤＣコンバータに含まれるフライングキャパシタやバイパスコンデンサなど一部
の部品は、素子面積が非常に大きくなる為、表示装置を構成するパネル側と機器本体側（
セット側）を結ぶフラットケーブル上に実装する場合がある。この場合、複数の外付け部
品をフラットケーブル上に実装する為、配線がクロスせざるを得ず、配線構造が多層化し
ていた。従来単層配線を実現する為の最適なＤＣ／ＤＣコンバータ用端子配列が工夫され
ておらず、多層配線にならざるを得なかった為、フラットケーブルのコストが増大してお
り、解決すべき課題となっている。
【０００７】
第三に、ＤＣ／ＤＣコンバータをパネル上に搭載する場合、周辺回路部が必要とする電流
量を全て供給する為、十分な容量を持つ必要があり、フライングキャパシタの内蔵化が難
しいという課題があった。フライングキャパシタを外付け部品としてパネル外にレイアウ
トすると、部品点数の増加やコストの増加の要因になる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上述した従来の技術の課題に鑑み、本発明は表示領域に加え周辺の回路部も内蔵したシ
ステムディスプレイにおいて、ＤＣ／ＤＣコンバータの実装構造を改善し、以ってＤＣ／
ＤＣコンバータの一層の効率化及び低コスト化を図ることを目的とする。係る目的を達成
するために以下の手段を講じた。第一面は、電子機器のディスプレイ部品として用いられ
、電子機器の本体側から供給される表示データ及び電源電圧に応じて動作し、表示領域と
これを駆動する周辺の回路部とこれを電子機器の本体側に接続する端子部とを絶縁基板上
に一体的に形成したパネルからなる表示装置であって、前記絶縁基板は、中央に該表示領
域が配され、これを囲む四辺に該回路部が配され、該四辺の内の一辺の端に該端子部が配
されており、前記回路部は、電子機器本体から供給される一次の電源電圧をパネルの仕様
に応じた二次の電源電圧に変換するＤＣ／ＤＣコンバータを含んでおり、前記ＤＣ／ＤＣ
コンバータは、該絶縁基板上に搭載される内蔵回路と、該端子部を介して該内蔵回路に接
続される外付け部品とを含み、前記内蔵回路は、該端子部が配された一辺上で該端子部と
該表示領域の間に配され、該端子部を介して該内蔵回路と該外付け部品を結ぶ配線長を短
縮化する。前記ＤＣ／ＤＣコンバータは、ポンピングパルスで一次の電源電圧にポンピン
グされるフライングキャパシタと、ポンピングされた該一次の電源電圧をクランピングし
て二次の電源電圧を取り出すクランプ回路と、該二次の電源電圧に含まれるノイズを除去
するバイパスコンデンサとを含み、前記クランプ回路は該内蔵回路に含まれる一方、前記
フライングキャパシタ及びバイパスコンデンサは外付け部品として組み込まれる。
【０００９】
　第二面は、電子機器のディスプレイ部品として用いられ、電子機器の本体側から供給さ
れる表示データ及び電源電圧に応じて動作し、表示領域とこれを駆動する周辺の回路部と
を絶縁基板上に一体的に形成したパネルと、これを電子機器の本体側に接続する複数の配
線が平面的に配されたフラットケーブルとからなる表示装置であって、前記回路部は、電
子機器本体から供給される一次の電源電圧をパネルの仕様に応じて複数レベルの二次の電
源電圧に変換する複数のＤＣ／ＤＣコンバータを含んでおり、各ＤＣ／ＤＣコンバータは
、該絶縁基板上に搭載される内蔵回路と、該フラットケーブル上に搭載され配線を介して
該内蔵回路に接続される外付け部品とを含み、複数のＤＣ／ＤＣコンバータに属する複数
個の外付け部品を該フラットケーブル上で配線がクロスしない様適切にレイアウトし、以
ってフラットケーブルを単層配線化することを特徴とする。各ＤＣ／ＤＣコンバータは、
ポンピングパルスで一次の電源電圧にポンピングされるフライングキャパシタと、ポンピ
ングされた該一次の電源電圧をクランピングして二次の電源電圧を取り出すクランプ回路
と、該二次の電源電圧に含まれるノイズを除去するバイパスコンデンサとを含み、前記ク
ランプ回路は該内蔵回路に含まれる一方、前記フライングキャパシタ及びバイパスコンデ
ンサは外付け部品としてフラットケーブルに搭載される。
【００１１】
　本発明の第一面によれば、ＤＣ／ＤＣコンバータの内蔵回路部分は、接続端子が配され
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た絶縁基板上の一辺で接続端子と表示領域の間にレイアウトされている。これにより、接
続端子を介してＤＣ／ＤＣコンバータの内蔵回路部分とフライングキャパシタなど外付け
部品とを結ぶ配線長を極限まで短縮化できる。配線長の短縮化により、有害な出力電圧降
下を抑制可能とし、合わせて変換効率の改善を達成している。
　本発明の第二面によれば、ＤＣ／ＤＣコンバータは、パネルを構成する絶縁基板上に搭
載される内蔵回路と、フラットケーブル上に搭載され配線を介して内蔵回路に接続される
外付け部品とに分かれている。複数のＤＣ／ＤＣコンバータに属する外付け部品をフラッ
トケーブル上で配線がクロスしない様に適切にレイアウトし、以ってフラットケーブルを
単層配線化することに成功している。これにより、システム全体のコストを下げることが
可能である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。図１は本発明に係る表示装置
の全体構成を示すブロック図である。図示する様に、本表示装置０は、ガラスなどからな
る絶縁基板１の上に集積形成されている。絶縁基板１の中央には表示領域２が形成されて
おり、これを囲む様に周辺の回路部も一体的に形成されている。矩形の絶縁基板１の上辺
には接続端子が形成されており、フレキシブルプリントケーブル（ＦＰＣ）１１を介して
、電子機器本体側（セット側）と接続する様になっている。ＦＰＣ１１は複数の配線が平
面的に配列した単層構造のフラットケーブルとなっている。
【００１３】
表示領域２は行状のゲートラインＧ１～Ｇｍと列状の信号ラインＳ１～Ｓｎが互いに交差
配置したマトリクス構成となっている。各ゲートラインＧと信号ラインＳの交差部には画
素が形成されている。本実施形態では、各画素は液晶素子ＬＣ、補助容量ＣＳ及び薄膜ト
ランジスタＴＦＴで構成されている。液晶素子ＬＣは画素電極とこれに対向するコモン電
極（ＣＯＭ）と両者の間に保持された液晶（電気光学物質）とで構成されている。ＴＦＴ
のゲート電極はゲートラインＧに接続し、ソース電極は信号ラインＳに接続し、ドレイン
電極は液晶素子ＬＣの画素電極に接続している。補助容量ＣＳはＴＦＴのドレイン電極と
補助容量ラインとの間に接続されている。ＴＦＴはゲートラインＧから供給される選択パ
ルスで導通し、信号ラインＳから供給される信号電圧を対応する液晶素子ＬＣの画素電極
に書き込む。補助容量ＣＳは一フレームもしくは一フィールドの間、信号電圧を保持して
おく。
【００１４】
液晶素子ＬＣは一般に交流駆動される。すなわち、信号ラインＳを介して液晶素子ＬＣに
書き込まれる信号電圧は周期的に極性が反転する。これに合わせて、液晶素子ＬＣのコモ
ン電極ＣＯＭに印加するコモン電圧ＶＣＯＭも周期的に極性反転する必要がある。ここで
、液晶素子ＬＣやこれをスイッチング駆動するＴＦＴには、極性に関し非対称性がある。
この為、画素電極側とコモン電極側で中心レベルを合わせておくと、極性に関する非対称
性が表われて、焼付きなど画品位の劣化が生じる。この対策として、信号電圧に対しコモ
ン電圧を所定電圧分だけオフセットし、極性に関する非対称性を打ち消すことが行われて
いる。尚、補助容量ＣＳも、液晶素子ＬＣの交流駆動に合わせて、交流動作させる必要が
ある。この為、各補助容量ＣＳに共通接続された補助容量ラインに、同じく所定の周期で
極性反転する電圧を印加する必要がある。
【００１５】
上述した表示領域２を囲む上下左右四辺に周辺の回路部が集積形成されている。本実施形
態の場合、この周辺回路部は、垂直ドライバ３、水平ドライバ４、ＣＯＭドライバ５、Ｃ
Ｓドライバ６、ＤＣ／ＤＣコンバータ７、ＤＣ／ＤＣコンバータ７ａ、レベルシフタ（Ｌ
／Ｓ）を含むインターフェース８、タイミングジェネレータ９、アナログ電圧ジェネレー
タ１０などを含んでいる。但し本発明はこの構成に限られるものではなく、表示装置（シ
ステムディスプレイ）０の仕様に応じて適宜必要な回路が追加される一方、不必要な回路
は削除される。例えば、場合により信号電圧とは別に完全な白表示や完全な黒表示に使わ
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れる信号電圧レベルを生成するドライバなどが組み込まれることもある。
【００１６】
垂直ドライバ３は各ゲートラインＧ１～Ｇｍに接続され、線順次で選択パルスを供給する
。水平ドライバ４は上下一対形成されており、各信号ラインＳ１～Ｓｎの両端に接続して
、両側から同時に所定の信号電圧を供給している。尚この信号電圧はＦＰＣ１１を介して
セット側から送られてくる表示データ（画像情報）に応じたものとなっている。
【００１７】
コモンドライバ（ＣＯＭドライバ）５は、周期的に極性反転するコモン電圧ＶＣＯＭを各
液晶素子ＬＣに共通するコモン電極に印加する。ＣＯＭドライバ５にはオフセット回路や
スタート回路（ＣＯＭスタータ）が付属している。オフセット回路はコモンドライバ５で
生成されるコモン電圧のオフセットレベルを調節する。スタート回路（ＣＯＭスタータ）
はパネルの起動時にオフセット回路を充電してコモン電圧ＶＣＯＭの印加を速やかに立ち
上げる。ＣＳドライバ６は周期的に極性反転する電圧を、各補助容量ＣＳに共通する補助
容量ラインに印加する。
【００１８】
ＤＣ／ＤＣコンバータ７は、電子機器本体からＦＰＣ１１を介して供給される一次の電源
電圧を、パネル（表示装置０）の仕様に応じた二次の電源電圧に変換する。特に、ＤＣ／
ＤＣコンバータ７は正側の電源電圧ＶＤＤの変換に用いられる。これに対し、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ７ａは負側の電源電圧ＶＳＳの変換に用いられる。
【００１９】
Ｌ／Ｓを含むインターフェース８は、ＦＰＣ１１を介してセット側から供給されたクロッ
ク信号、同期信号、画像信号などの制御信号を受け入れる。レベルシフタＬ／Ｓは、セッ
ト側から送られてきた制御信号（外部制御信号）をレベルシフトして、表示装置内部の回
路動作仕様に適合した制御信号（内部制御信号）を生成する。尚、本明細書では外部制御
信号と内部制御信号を区別する必要がある場合、各制御信号の種類を表わす記号の後ろに
外部制御信号の場合数字（３）を付し、内部制御信号の場合数字（５）を付することがあ
る。タイミングジェネレータ９は、Ｌ／Ｓを含むインターフェース８から送られてきたク
ロック信号や同期信号を処理して、回路各部のタイミング制御に必要なクロック信号など
を生成する。アナログ電圧ジェネレータ１０は、あらかじめ階調に応じた複数のレベルの
アナログ電圧を、水平ドライバ４に供給する。水平ドライバ４は、電子機器の本体側から
送られる画像情報に応じて階調化されたアナログの信号電圧を液晶素子ＬＣに書き込む。
【００２０】
図２は、表示装置側に対するセット側の制御シーケンスを示すタイミングチャートであり
、（Ａ）はオンシーケンスを表わし、（Ｂ）はオフシーケンスを表わしている。但し、待
機モード（スタンバイモード）に関するシーケンス制御がない通常の場合を表わしている
。ディスプレイ側に対してセット側からマスタクロックＭＣＫ、水平同期信号ＨＳＹＮＣ
、垂直同期信号ＶＳＹＮＣ、表示データＤＡＴＡ、リセット信号ＲＳＴ、表示許可信号Ｐ
ＣＩ、電源電圧ＶＤＤが所定のシーケンスに従って入力される。セット側からディスプレ
イ側を立ち上げるオンシーケンス（Ａ）では、最初にＶＤＤが立ち上がり次いでＭＣＫ、
ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣがアクティブになる。時間ｔｏｎ１経過後、リセット信号ＲＳＴ
がローからハイに切り換わり、ディスプレイの回路部が初期化される。この後時間ｔｏｎ
２経過後、ＤＡＴＡがローからアクティブに切り換わるとともに、表示許可信号ＰＣＩが
ローからハイに切り換わる。これにより、ディスプレイの表示領域に画像が映し出される
。
【００２１】
セット側からディスプレイを立ち下げるオフシーケンス（Ｂ）では、まずＤＡＴＡがアク
ティブからローに切り換わるとともに表示許可信号ＰＣＩがハイからローに切り換わる。
時間ｔｏｆｆ１経過後、リセット信号ＲＳＴがハイからローに切り換わり、ディスプレイ
の回路の内部状態をリセットする。時間ｔｏｆｆ２経過後、ＭＣＫ、ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹ
ＮＣの供給を遮断し最後にＶＤＤを立ち下げる。これにより、ＶＤＤは接地電位あるいは
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浮遊電位となる。
【００２２】
図３は、待機モード（スタンバイモード）を採用したオンシーケンス及びオフシーケンス
を示すタイミングチャートである。理解を容易にする為、図２に示した通常のオンシーケ
ンス及びオフシーケンスと対応する部分には対応する参照符号を用いてある。セット側は
通常消費電力状態と低消費電力状態の切り換えが可能である。これに合わせてディスプレ
イ側を動作モードと待機モード（スタンバイモード）に切り換え制御する必要があり、こ
の為セット側はディスプレイ側に対してスタンバイ信号ＳＴＢを入力している。
【００２３】
オンシーケンス（Ａ）では、まずスタンバイ信号ＳＴＢがローからハイに立ち上がり、デ
ィスプレイは待機モードから動作モードに復帰する。ＳＴＢの立ち上がりに合わせて、Ｍ
ＣＫ、ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣがアクティブになる。但し、ＶＤＤはＳＴＢに関わらず常
に供給されている。時間ｔｏｎ１経過後ＲＳＴがローからハイに切り換わり、ディスプレ
イの回路状態が初期化される。時間ｔｏｎ２経過後ＤＡＴＡがアクティブになるとともに
ＰＣＩがハイに切り換わり、画像が表示領域に映し出される。
【００２４】
オフシーケンス（Ｂ）ではまずＤＡＴＡ及びＰＣＩが非アクティブとなる。ｔｏｆｆ１経
過後ＲＳＴがハイからローになりディスプレイの内部回路がリセットされる。ｔｏｆｆ２
経過後ＳＴＢがハイからローに切り換わるとともに、ＭＣＫ、ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣが
非アクティブになる。ＳＴＢがハイからローになることで、ディスプレイ側は動作モード
から待機モードに移行する。一方ＶＤＤは待機モードに移行したにも関わらず、常に電源
電圧に維持されている。
【００２５】
この様にスタンバイモードを採用したシステムでは、ＶＤＤをアクティブとしたままディ
スプレイ側の駆動回路システムをＳＴＢに応じて非アクティブとする。スタンバイモード
制御に用いる信号ＳＴＢは、図示の様にセット側から独立して入力される制御信号の場合
もあるが、セット側から供給される他の外部信号を、ディスプレイ側で内部的に論理処理
して生成することもできる。オフシーケンスではＲＳＴでディスプレイの内部回路を論理
リセットしてから、ＳＴＢが立ち下がることになる。
【００２６】
図４は、スタンバイモードに適応したＤＣ／ＤＣコンバータ７の具体的な構成例を示す回
路図である。ただし本発明はこれに限られるものではなく、スタンバイモードに対応して
いないＤＣ／ＤＣコンバータを用いることも可能である。図示する様に、ＤＣ／ＤＣコン
バータ７は、アンド素子（ＡＮＤ）７０１、遅延素子（ＤＥＬＡＹ）７０２、多段バッフ
ァ７０３、外付けのフライングキャパシタ７０４、クランピング用のトランジスタ７０５
－７０７、出力トランジスタ７０８、内部コンデンサ７０９、レベルシフタ（Ｌ／Ｓ）７
１０、アンド素子７１１、バッファ７１２、外付けのバイパスコンデンサ７２０、終端抵
抗７２１などで構成されている。ＤＣ／ＤＣコンバータ７は、絶縁基板上に搭載される内
蔵回路と、接続端子を介して内蔵回路に接続される外付け部品とで構成されている。図示
の例では、フライングキャパシタ７０４とバイパスコンデンサ７２０が外付け部品であり
、残る回路要素は全て絶縁基板上に内蔵されている。内蔵回路部は、表示領域に形成され
ているスイッチング用の薄膜トランジスタＴＦＴと同一のプロセスで形成されるＴＦＴな
どで構成されている。
【００２７】
ＤＣ／ＤＣコンバータ７は、セット側から供給される一次の電源電圧ＶＤＤ１を、パネル
の仕様に応じた二次の電源電圧ＶＤＤ２に変換する。この為、ポンピング用のクロック信
号（ポンピングパルス）がアンド素子７０１及び位相調整用の遅延素子７０２を介して、
多段バッファ７０３に供給される。多段バッファ７０３を介してフライングキャパシタ７
０４の一次側がポンピングパルスによってＶＤＤ１までポンピングされる。フライングキ
ャパシタ７０４の二次側にはＴＦＴ７０５，７０６，７０７からなるクランプ回路が接続
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されており、フライングキャパシタ７０４の出力電圧をＶＤＤ２までクランピングする。
本実施例では、ＶＤＤ２＝２×ＶＤＤ１までクランピングしている。出力トランジスタ７
０８はＶＤＤ２までクランプされた矩形波の波高部を取り出して、直流の二次電源電圧Ｖ
ＤＤ２を出力する。その際、外付けのバイパスコンデンサ（デカップリングコンデンサ）
７２０は、二次電源電圧ＶＤＤ２に含まれるリップルノイズを除去して平滑化している。
尚、遅延素子７０２を通過したクロック信号は内部コンデンサ７０９を介してクランプ用
トランジスタ７０５，７０６のドレインに印加されるとともに、出力トランジスタ７０８
のゲートに印加されている。又アンド素子７０１を通過したクロック信号はレベルシフタ
７１０、アンド素子７１１及びバッファ７１２によりクランピング用パルスＣＬＰに整形
された上で、トランジスタ７０５，７０６のゲートに印加されている。又必要に応じ制御
信号がアンド素子７１１を介して入力され、ＤＣ／ＤＣコンバータ７をリセットする様に
なっている。この様に、ＤＣ／ＤＣコンバータ７は、ポンピングパルスで一次の電源電圧
ＶＤＤ１にポンピングされるフライングキャパシタ７０４と、ポンピングされたフライン
グキャパシタ７０４をクランピングして二次の電源電圧ＶＤＤ２を取り出すクランプ回路
（７０５－７０８）と、二次の電源電圧ＶＤＤに含まれるノイズを除去するバイパスコン
デンサ７２０とで基本的に構成されている。
【００２８】
ＤＣ／ＤＣコンバータ７はスタンバイモードに対応するため、待機制御手段としてアンド
素子７０１を用いており、ＳＴＢ信号を受け入れる様になっている。ＳＴＢ信号がハイか
らローに切り換わって待機モードへの移行が指示されると、アンド素子７０１が閉じてク
ロック信号（ポンピングパルス）の入力が遮断される。ポンピングパルスを停止してフラ
イングキャパシタ７０４への充放電を停止し、以って消費電力を削減している。尚、スタ
ンバイモードに移行した場合、ＤＣ／ＤＣコンバータ７の出力端子は終端抵抗７２１によ
ってＶＤＤ１又はＧＮＤなどの所定電位に固定される。これにより、システムディスプレ
イ内の電源ラインが浮遊状態になることを防いでいる。図示の例では終端抵抗７２１は内
蔵となっているが、外付部品としてもよい。
【００２９】
図５は、ＤＣ／ＤＣコンバータを表示装置に搭載する場合の問題点を模式的に表わしてい
る。表示装置を構成する絶縁基板１上にＤＣ／ＤＣコンバータ７を集積形成する場合、フ
ライングキャパシタ７０４及びバイパスコンデンサ７２０は素子面積が非常に大きくなる
為、外付け部品とすることが多い。この時、ＤＣ／ＤＣコンバータ７からフライングキャ
パシタ７０４までの距離が長いと、表示装置内の配線抵抗ｒ１，ｒ２により、フライング
キャパシタ７０４への充放電の時定数の低下が生じ、変換効率の悪化につながる。又、Ｄ
Ｃ／ＤＣコンバータ７からバイパスコンデンサ７２０までの距離が長いと、表示装置内の
配線抵抗ｒ３，ｒ４により、ＤＣ／ＤＣコンバータ７の出力電圧の降下ΔＶ１＋ΔＶ２が
生じ、同じく変換効率の低下につながる。
【００３０】
図６は、図５に示した課題を解決する為に考案されたレイアウトを模式的に表わしている
。本表示装置は、電子機器のディスプレイ部品として用いられ、電子機器の本体側（図示
せず）から供給される表示データ及び電源電圧に応じて動作し、表示領域２とこれを駆動
する周辺の回路部とこれを電子機器の本体側に接続する端子部１２とを絶縁基板１上に一
体的に形成したパネルからなる。絶縁基板１は、中央に表示領域２が配され、これを囲む
四辺に回路部が配されている。四辺の内の一辺（本実施例では下辺）の端に端子部１２が
配されている。表示領域２を囲む回路部は、電子機器本体から供給される一次の電源電圧
をパネルの仕様に応じた二次の電源電圧へ変換するＤＣ／ＤＣコンバータ７を含んでいる
。ＤＣ／ＤＣコンバータ７は、絶縁基板１上に搭載される内蔵回路と、端子部１２を介し
て内蔵回路に接続される外付け部品とを含む。本実施例では、ＤＣ／ＤＣコンバータ７は
、ポンピングパルスで一次の電源電圧にポンピングされるフライングキャパシタ７０４と
、ポンピングされたフライングキャパシタ７０４をクランピングして二次の電源電圧を取
り出すクランプ回路と、二次の電源電圧に含まれるノイズを除去するバイパスコンデンサ
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７２０とを含んでいる。クランプ回路は内蔵回路に含まれる一方、フライングキャパシタ
７０４及びバイパスコンデンサ７２０は外付け部品として組み込まれている。本実施形態
の特徴事項として、ＤＣ／ＤＣコンバータ７の内蔵回路部分は、端子部１２が配された下
辺上で端子部１２と表示領域２の間に配され、端子部１２を介して内蔵回路と外付け部品
を結ぶ配線１３の長さを短縮化している。
【００３１】
図６に示したレイアウトを採用することで、入力端子からＤＣ／ＤＣコンバータ７までの
距離を最短化できる。表示装置の他の制御信号に割り当てられる配線の影響が少ない為、
外付け部品に対する配線幅を太くできるなどのメリットが生じる。フライングキャパシタ
７０４の両側電極につながる配線１３の電気抵抗及び内蔵ＤＣ／ＤＣコンバータ７の出力
端子からバイパスコンデンサ７２０までの配線抵抗を最小化することができ、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ７の変換効率の改善につながる。
【００３２】
図７は、フレキシブルケーブル１１上にフライングキャパシタ７０４やバイパスコンデン
サ７２０を実装した場合の構造を表わしている。表示装置側の入力端子１２はフレキシブ
ルケーブル（フラットケーブル）１１を介して本体側の出力端子へと接続されている。Ｇ
ＮＤ端子に隣接してフライングキャパシタ７０４用の接続端子１，２を配置する。さらに
その隣にバイパスコンデンサ用の接続端子２を二本配置する。これは、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ側から見て、バイパスコンデンサ７２０に対する入力端子及び出力端子となっている
。バイパスコンデンサ７２０の他方の端子はフレキシブルケーブル１１上でＧＮＤ端子に
接続されている。この様なレイアウトにすると、フレキシブルケーブル１１上で配線がク
ロスすることがなくなり、単層化が実現できる。フレキシブルケーブル１１を単純なプロ
セスで作ることが可能となり、フレキシブルケーブル１１の部品コストの低減化を実現で
きる。
【００３３】
図８は、複数のＤＣ／ＤＣコンバータ（図示の例では３個）に対応したフライングキャパ
シタ７０４やバイパスコンデンサ７２０をフレキシブルケーブル１１上に実装する場合の
レイアウトを表わしている。一番目のＤＣ／ＤＣコンバータに対応して、ＧＮＤ端子、フ
ライングキャパシタ用接続端子１，２及びバイパスコンデンサ用接続端子２，２を図示の
様にａ，ｂ，ｃの順に配列する。ＧＮＤ端子は全てのＤＣ／ＤＣコンバータに対して共通
である。二番目のＤＣ／ＤＣコンバータについてはｂ及びｃのレイアウトを繰り返す。更
に三番目のＤＣ／ＤＣコンバータについてもｂ，ｃのレイアウトを繰り返す。尚図示のよ
うに三番目のＤＣ／ＤＣコンバータがフライングキャパシタを内蔵している場合、ｂのレ
イアウトは省略される。この様に、一番目のＤＣ／ＤＣコンバータに対するａ－ｂ－ｃの
レイアウトの後、二番目以降のＤＣ／ＤＣコンバータに対してｂ－ｃの配列を繰り返すこ
とで、フレキシブルケーブル１１上の配線がクロスすることなく、単層化を実現できる。
【００３４】
図９は、本発明の別の実施形態に係るＤＣ／ＤＣコンバータを示す回路図である。基本的
には、図４に示した先のＤＣ／ＤＣコンバータ７と同様であり、理解を容易にする為対応
する部分には対応する参照番号を付してある。異なる点は、図４に示したＤＣ／ＤＣコン
バータがフライングキャパシタ７０４を外付けとしていたのに対し、図９に示したＤＣ／
ＤＣコンバータはフライングキャパシタ７０４を内蔵化していることである。フライング
キャパシタ７０４を表示装置内に内蔵させることにより、表示装置外部の部品点数を削減
することができる。通常フライングキャパシタ７０４はＤＣ／ＤＣコンバータが表示装置
内の回路部を駆動する為に十分な電流能力を必要とし、フライングキャパシタ７０４も大
きな容量が要求される。しかしながら容量が大きいと素子面積も大きくなる為、内蔵化の
妨げとなる。ＤＣ／ＤＣコンバータの電流能力はＣＶｆ値で決定される。Ｃはフライング
キャパシタの容量、Ｖはポンピングパルスの波高値、ｆは同じくポンピングパルスの周波
数である。ポンピング周波数を増大させることで、フライングキャパシタの素子面積をそ
の分小さくでき、フライングキャパシタの内蔵化を実現可能である。但し、ポンピング周
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波数が速過ぎる場合、ＤＣ／ＤＣコンバータに含まれる多段バッファ７０３を構成するイ
ンバータの遷移による電流ロスが大きくなり、逆に変換効率の低下が生じてしまう。
【００３５】
この解決策として本発明では図１０に示した構成を採用している。まず前提として、フラ
イングキャパシタを内蔵させることのできる最小周波数を計算する。ポンピングパルスは
この最小周波数より高く設定する必要がある。但し、最高周波数の外部信号周波数よりは
低くする必要がある。この様な前提で、まずタイミングジェネレータ９に外部信号入力（
ＭＣＫ，ＨＣＫなど）を供給する。タイミングジェネレータ９はこの外部信号を分周して
所望周波数のポンピングパルスを生成する。ＤＣ／ＤＣコンバータ７はこのポンピングパ
ルスを用いて表示装置内蔵のフライングキャパシタ７０４をポンピングする。この様に本
実施形態では、タイミングジェネレータ９を利用して、速い周波数のクロックをＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータの高効率化に適する様に分周する。
【００３６】
図１１は、図１０に示したシステムの動作説明に供するタイミングチャートである。図示
する様に外部本体からの高周波数信号入力を、表示装置内のタイミングジェネレータによ
り分周して周波数を低くし、ポンピングパルスとして用いる。入力パルスのデューティ比
は任意で良く、これを表示装置内のタイミングジェネレータでＤＣ／ＤＣコンバータに必
要な所望周波数に分周して、適切な周波数及びデューティ比のポンピングパルスに変換す
る。これをＤＣ／ＤＣコンバータに入力することで、外部セット側から個別にポンピング
パルスを入力する必要がなくなる。よって表示装置の入力端子数を削減でき、システムの
小型化に寄与する。又フライングキャパシタを表示装置に内蔵することで部品点数の削減
が実現できる。
【００３７】
【発明の効果】
以上説明した様に、本発明の第一面によれば、表示装置を構成する絶縁基板上でＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータのレイアウトを改善することにより、変換効率の更なる効率化を達成でき、
ひいては表示装置の低消費電力化が実現できる。又、本発明の第二面によれば、入力端子
配列の最適化により、フラットケーブルのクロス配線をなくすことができ、フラットケー
ブルを単純なプロセスで作ることを可能とし部品コストの低減化を実現できる。又、本発
明の第三面によれば、ＤＣ／ＤＣコンバータに入力するポンピングパルスを表示装置内の
タイミングジェネレータで生成している。これにより、表示装置の入力端子数が削減でき
、システムの小型化につながる。又、フライングキャパシタを表示装置に内蔵することで
、部品点数の削減が実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】表示装置のオンシーケンス及びオフシーケンスを示すタイミングチャートである
。
【図３】待機モードを採用した表示装置のオンシーケンス及びオフシーケンスを示すタイ
ミングチャートである。
【図４】図１に示した表示装置に組み込まれるＤＣ／ＤＣコンバータの実施例を示す回路
図である。
【図５】内蔵ＤＣ／ＤＣコンバータの問題点を示す模式図である。
【図６】本発明の第一実施形態に係る表示装置を示す模式図である。
【図７】ＤＣ／ＤＣコンバータの構成部品のレイアウトを示す模式図である。
【図８】本発明の第二実施形態に係る表示装置の主要部となるＤＣ／ＤＣコンバータを示
す模式図である。
【図９】本発明の第三実施形態に係る表示装置に組み込まれるＤＣ／ＤＣコンバータを示
す回路図である。
【図１０】図９に示したＤＣ／ＤＣコンバータに供給されるポンピングパルスの生成過程
を示す模式図である。
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【図１１】図９に示したＤＣ／ＤＣコンバータに供給されるポンピングパルスの生成過程
を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
０・・・表示装置、１・・・絶縁基板、２・・・表示領域、７・・・ＤＣ／ＤＣコンバー
タ、９・・・タイミングジェネレータ、１１・・・フラットケーブル、１２・・・入力端
子部、７０４・・・フライングキャパシタ、７２０・・・バイパスコンデンサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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